
・ロボットHMIを導入することで、専用ツールなしでも状態確認ができる 
・Pro-face Remote HMIで、現場に行かずに状態確認ができる 

楽チン！ タブレットで 
簡単メンテナンス！！ 

After 

・ロボットの状態は、現場に行って専用ツールで見ていた 
・見える内容が少ないので、操作が面倒 

Before 

タブレット 
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システム構成例 

ご紹介した製品については、弊社営業員までお申し付けください。 

さらに、 

ロボットコントローラと 
SP5000/GP4000をつなぎ 
ロボットHMIでモニタする。 

SP5000/GP4000 

Wi-Fi ルータ 

ロボットHMI（SP5000/GP4000）と 
プログラミングツール（PE4000B）の 
両方を遠隔監視 

同時に 
Pro-face Remote HMIで 
遠隔監視も可能。 

ロボットHMI用サンプルデータ 

SP5000/GP4000 

Wi-Fi ルータ 

PE4000B 
ロボット用プログラミングツール 

ロボットHMI 


